
 

 

 

 
 

 

『常任委員会』は、安達会長、宮島校長、山﨑副校長、本部役員、学年部・広報部・校外指導部の各部

長・副部長、各学年の学年部員で構成されており、PTA 主催行事や活動、学校関係の懸案などについて報

告・連絡・協議等をおこなっています。 

常任委員の活動を「常任委員会だより」で麻布小 PTA 会員の皆様にお知らせいたします。 

第５回常任委員会 令和３年３月６日（土）１１：３０～ 麻布小３階多目的ホール 

 

１．安達会長より 
今日は最近 Clubhouseを通して知り合った人のご紹介をしたいと思います。子供たちにプレゼン

をしてもらうことで学習と成長を促す、そういった機会を与えるということをビジネスとしてやって

いらっしゃる鈴木深雪さんという方がいらっしゃいます。よくあるスピーチではなく、大好きなゲー

ムだとか大好きアニメだとかアイドルだとか、そういったことについて、子供たちが大好きなものに

ついてプレゼンするのだそうです。最終的には聴きにきた大人が涙を流して感動するほどのものにな

るのだそうです。大好きなものなので。子供でも簡単にできそうに思えるんですけども、実はそれを

言語化すること、情熱を言葉で伝えることに多くの子供が苦労するそうです。その言語化する上で、

一番大切なメッセージはなんだと思いますか？我々もなかなか言語化って難しいのですが、鈴木さん

いわく、プレゼンで一番大事なメッセージは「WHY」＝「なぜ」の部分だそうです。意義や道義、ビ

ジョンまで語れると「人が動くプレゼン」になるのだそうです。それは小学生からでも練習できま

す。大好きなゲームやアニメについて、どう自分の心が動いて、何を経て変化したのか、自分を主語

で語ってみるのが大切なのだそうです。この辺りは麻布小学校伝統の「出張スピーチ」でも活かせそ

うな気がします。余談ですけども、もし将来出張スピーチ大会みたいなものが麻布小学校であったら

面白いな、と思いました。さらに余談で、かつ手前味噌で恐縮ですけれども、昨日六年生が保護者へ

の感謝会というものを開いてくれました。そこで息子が代表の言葉というのを述べさせてもらいまし

た。緊張で落ち着きがなくて、ポケットに手を入れたりしていて、親としてはヒヤヒヤもんだったん

ですけども、5年生の箱根合宿で班代表をやったことで僕は変わったという話をしました。それまで

自分から望んで役をやってこなかったのに、そこで思い切ってやってみることで自信につながったと

いう話をしていました。まさに個人的な体験について自分の言葉で「WHY」、「なぜ」について語っ

てくれたので、親としても一聴衆としても納得しました。この「WHY＝なぜ」を問いかけて、言語化

することを今後 PTA でも是非、実践してほしいと思います。なぜこの活動に意義があるのか、この活

動がなぜ楽しいのか、もしかしたらなぜ楽しくないのか、そもそもなぜやっているのか。いろんな問

いかけがあるかと思います。その「なぜ」を問い続けて欲しいですし、それを言語化して欲しいと思

っています。それらを考えて、ビジョンとパッションと共に語ることが出来れば、もっともっと人が

集まる PTA になると思います。そして新会長の佐生さんがビジョンやパッションを伝える力のある方

だと思っています。次年度の役員さんを中心に、盛り上げていっていただければと思います。ありが

とうございます。 

 

２．宮島校長より 
みなさまおはようございます、今の会長さんのお話を受けて、余談から始めます。「WHY」という

部分なんですが、今、学校教育でも深い学びをどうさせるということを、表現力とともに研究してい

ます。ある教育者の話で通じるところがあるなと思ったのは、深い学びというのは考えるときに

「5W1H」とよく言いますが、その中で一番深い思考に繋がるのは「WHY」と「HOW」。「なぜな

のか」、「どのように」を常に考える習慣のある子は、深い学びにつながる、ということがありまし

た。その教育者の言うことには、家庭でも会話するときにも常に「WHY」と「HOW」というのを意

識しながら、それを引き出す会話をしてほしい、ということで、これは学校教育にも通じるなと思い

ました。 

私としては今日、常任委員会の最後のご挨拶というので準備してまいりました。本当に PTA の皆様

には今年度は一年目の新米校長でありましたが、私の示した学校経営方針、計画を理解していただき、

ご協力していただきありがとうございました。１年間お世話になりました。それから今年度会長をは
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じめとして役員の皆様、各部の部長様、委員の方々、学校教育と連携して進めていただき感謝してお

ります。思い返しますとコロナ禍にあって、今年はもう学校行事も PTA 活動も連携行事もできないか

なと思っていましたが、なんとか実現したいという思いが通じまして、紙ヒコーキ大会、餅つき会、

それも全学年が参加できる、工夫された会を開いていただきました。それから、通学路点検でありま

すとか、朝の挨拶運動にも参加していただきました。「あさのみ」も職員紹介のもの、また今、最終

号を準備されていますし、PTA だよりのメールも配信していただきました。本当はまだまだ仕事をさ

れていて、言い尽くせない仕事もあったかと思いますが、そのことに関しても感謝を申し上げます。

ありがとうございました。また私としてはマジヤミをまた登場させていただいて。去年で終わりかな

と思って安心していたのですが。マジヤミで登場してほしいということで 2 回ほど、紙ヒコーキ大会

と餅つき大会にも登場しました。いまだに児童から「マジヤミでしょ？」と言われたりします。知ら

ないよ、と言っておりますが。また「キザマヤ」という新キャラクターも登場させていただきました。

そしてダーロック、黒田前校長先生がダーロックとして参加していただいて、お別れのメッセージを

児童に伝えることができた事は PTA の皆様のおかげだなと思いました。そして、安達会長には３年間

学校を支えていただきました。私がこの学校に副校長で来た時から一緒に PTA 活動を行ってきまして、

信頼できる会長であり、誰でも参加できる PTA と、そしてデジタル化を進めることをめざして進めて

きて、かなりの部分を効率化できたのではないかと思います。副校長時代、そして一年目の校長の時

代を通じて心強かったです。ありがとうございました。新会長が決まるということで、これも画期的

ではないかと思います。通常私のいた学校では新学期が始まり４月に総会があり、そこで新役員と会

長を決めるということで、入学式は旧会長や役員の方が出る、という形が通例であったんですけども、

今年は新会長さんが年度内に決まりました。これが本当は、当然かなと思います。その当然である姿

が出来たというのは画期的なことではないかと思います。何はともあれ、PTA 役員の皆様、安達会長、

本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。以上です。 

 

３．山﨑副校長より 
今年度はいろいろとありがとうございました。悪代官、悪の手先のキザマヤでございます。この学

校に来て早々、子供達とどうやって打ち解けたらいいかなと思っていたのですが、おかげさまで廊下

を歩くたびに「あ、悪の手先！」と良いのか悪いのか、子ども達が話しかけてくれるようになり、と

ても楽しかったです。少し恥ずかしい思いもありましたが、校長先生とご一緒に楽しまなくちゃなと

思いました。また、この学校は本当に楽しいんだな、と PTA と学校と一体になってこういう風に取り

組めることをとても嬉しく感じました。紙ヒコーキ大会のことも餅つき会のことも、今も生き生きと

思い出すことができます。とても楽しかったです。一つ一つの活動に入念に相談させていただき、熱

い思いを伺いながら出来て本当に良かったと思います。とうとう一年コロナ禍で過ぎてしまいました。

次年度はどうなるのかな、と思ってはおりますが、ここまでしっかりと心を合わせて一致団結して取

り組んでこられた皆様ですので、次年度もきっと魅力的な活動ができるのではないかな、と思ってお

ります。これからも楽しみにしております。本当にいろいろとありがとうございました。どうぞこれ

からもよろしくお願いいたします。 

 

4．小Ｐ連・地区委員会報告 
小学校 PTA 連合港区については現在、コロナ禍では動けていません。他の学校も無事に新会長が

決まり、早々に引き継ぎが行われる予定です。 

六本木地区委員会については、今日お子様がお便りを持って帰ってくると思います。3月 21日に

最初で最後の地区のイベントということで、スケートを楽しむというイベントを行います。神宮の

スケート場を貸し切る形で一人 500 円で参加出来ます。見学は無料です。ぜひご参加いただけれ

ば、と思います。現地集合現地解散です。よろしくお願いいたします。   

 

5．次年度 PTA について 
・ 

・令和 2年度事業報告（副会長） 

令和 2年度事業報告です。今年度は４月から７月まではコロナ禍で PTA事業のほとんどが開催されま

せんでした。8月 28日に常任委員会があり、10月 3日に紙ヒコーキ大会がありました。そこで学年



 

 

部、広報部さんにお手伝いいただきました。11 月 18 日に常任委員会があり、19 日に次年度会長候

補選出の準備に入りました。12 月は次年度会長候補を公示し、12 月 5 日に餅つき大会がありました。

ここでも広報さんに撮影ご協力をいただきました。1 月 16 日に常任委員会があり、３月６日に PTA

臨時総会の開催、PTA総会準備となっております。以上です。 

 

・令和 2年度会計決算および会計監査について（会計） 

令和 2年度会計決算は令和 3年 4月 5日に監査がありますので現在作成中です。 

監査については 4月 5日の 15時からを予定しております。以上です。 

 

・令和 3年度事業計画案について（副会長） 

事業計画案につきましては、現在、役員と副会長で作成しています。4 月の PTA 総会で報告させてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

6．次年度の学校行事について  
（校長）全体で練ってから、４月にお示しする予定です。今のところ以上です 

      

７．各部報告  
学年部 
・本部役員、専門部委員選出について 

・令和３年度 PTA歓送迎会について  

役員選出について、来年度クラス替えのある学年以外の役員は全て決定しました。学年部のみクラス

替え後の決定となります。来年度 PTA 歓送迎会については中止といたしました。そこで校長先生や本

部の方ともお話しさせていただき、現時点で決まっていることを報告します。 

一つは、離任する先生を質問コーナーの動画を撮って学校の H P で見られるようにしようと思ってい

ます。その動画は春休み中に先生方に撮っていただき、校長先生かどなたかに質問していただいて、

答えてもらうという形になります。私たちが撮りに行くわけではないんですが、そちらをお願いして

います。あと、学年部の予算の使い方についてなのですが、一つが卒業生に記念品を送ろうと思って

います。もう一つが今、まだ校長先生にお願いしているんですけれども、学校で子供たちのために使

えるものを購入しようと考えています。以上です。 

 

広報部 

・あざぶ 

・あさのみの進行 

 広報部からは今、先生方にご協力いただいている合併号の方のあさのみの最終確認、広報の方は金

曜日に確認が済んで、出版社に出したところです。あとは 5 月に広報部新年度役員が次のあさのみを

出す話もあります。今年度役員と次年度役員で早め早めの準備を、ということで話を進めております。

ちょうど安達前会長と佐生新会長で対談とかを入れるような形を５月号に載せられたら良いなと思っ

ておりますので、ぜひ、その際にはご協力をお願いいたします。おそらく早めにちょうど役員の入れ

替えくらいの時期に、私たちもお世話になりながらスタートするような形になると思いますので、そ

ちらもよろしくお願いいたします。以上になります。 

 

校外指導部 
・緊急事態宣言下のため、朝の挨拶運動は中止 

 
 

８．その他 
次回は４月に PTA総会です。よろしくお願いいたします。 

最後になりましたが、安達会長３年間お疲れ様でした。 

 



 

 

 

次回の常任委員会は、未定です。 

 

常任委員会は、PTA 会員はどなたでも参加できます。ご興味のある方は、覗いてみてください。 

 

 

 

麻布小学校 PTA本部へのご意見、ご質問はこちらまで 

azabuhonbu20202021@gmail.com 


